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人 令和4年4月から令和5年3月までの
住宅火災における死者数

１０月以降に火災による死者が増えています。
10月１５日（日）から１０月３１日（火）まで、全市一斉に秋の火災予防運動

が実施されます。令和4年度においては10月以降に住宅火災における死者が増え

ています。右のグラフは、札幌市に 

おける令和４年４月から令和5年３ 

月までに発生した住宅火災の死者数 

の推移を表したグラフです。１０月 

以降１５名の火災による死者が発生 

し、うち６５歳以上の高齢者が１３ 

名と多くを占めています。 

 高齢者の方は避難に時間を要しま 

す。火災が発生しても無理に初期消火しようとせず避難を優先しましょう。 

住宅用火災警報器の２つのポイント 
１． 設置すること！

住宅内の適切な場所に住宅用火災警報器は設置しましょう。 

札幌市の場合、寝室、階段室、台所に設置が必要です。 

２． 維持管理（交換）すること！

   「いざ」という時にきちんと働くように、日頃から点検とお 

手入れを心がけましょう。警報器の本体は、センサー等の寿命 

により交換が必要です。おおむね１０年を目安に新しいものに 

交換しましょう。 

    火災を感知した住宅用火災警報器だけではなく、連動設定を行うことですべての住宅

火災警報器が火災信号を受信し、警報を発する連動型の住宅用火災警報器もあります。 

火を消して  不安を消して  つなぐ未来
白石消防署

2023 年全国統一防火標語

住宅用火災警報器は
家族と住まいを火災から守ります！



～ご家庭のお部屋ごとの火災事例とその対策を紹介します～


